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～今月の主な内容～
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学生編)

ム

　お盆休みを利用して帰省される方 も々多いことと思
います。なつかしいふるさとに笑顔があふれます。

　全国的に８月１３日(土)から１６日(火)まではお盆と言
われ、先祖の供養のために親戚一同があつまる期間
です。
　最近ではあまり見られなくなりましたが、きゅうりやな
すでつくる精霊馬（しょうりょううま）で先祖の送り迎えを
行います。きゅうりの馬は迎え盆に「足の速い馬に乗っ
て、早くあの世から帰って来られるように」、なすの牛は
送り盆に「足の遅い牛に乗って、ゆっくりあの世に戻っ
て行けるように、この世からたくさんの供物を積んで楽
に帰れるように」という願いがこめられています。
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今
年
も
７
月
25
日
〜
28
日
の
３
泊
４
日
で
沖
縄
県
東
村（
ひ
が
し

そ
ん
）へ
、村
の
小
学
６
年
生
30
名
が
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
で
16
回
を
迎
え
る
本
事
業
も
、４
日
間
晴
天
に
恵
ま
れ

北
塩
原
村
と
は
違
っ
た
自
然・文
化
な
ど
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
仙
台
空
港
か
ら
飛
行
機
で
那
覇
空
港
ま
で
移
動
し
、空

港
か
ら
は
バ
ス
で
世
界
遺
産「
首
里
城
」へ
向
か
い
ま
し
た
。

首
里
城
は
会
津
の
鶴
ヶ
城
と
は
違
い
、朱
塗
り
で
随
所
に
豪
華
な
装

飾
が
施
さ
れ
て
お
り
、中
国
な
ど
の
大
陸
の
文
化
が
影
響
し
て
い
る

事
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
東
村
の
農
業
と
宿
泊
体
験
で
し
た
。東
村
は
日
本一の
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
の
産
地
で
７
月
下
旬
か
ら
８
月
が
最
盛
期
で
す
。団
員
は

３
〜
５
人
に
分
か
れ
て
農
家
へ
分
宿
し
、畑
の
手
入
れ
を
手
伝
っ
た
り
、

日
中
の
気
温
が
高
い
時
間
は
い
ろ
い
ろ
な
所
へ
つ
れ
て
い
っ
て
も
ら
っ
た

り
と
、観
光
旅
行
で
は
出
来
な
い
貴
重
な
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
ま
ず
美
ら
海
水
族
館
へ
い
き
ま
し
た
。水
族
館
は
お
き

ち
ゃ
ん
劇
場（
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
）を
見
学
し
ま
し
た
。イ
ル
カ
は
大
き
さ

の
違
う
数
種
類
が
お
り
、と
て
も
器
用
に
芸
を
こ
な
し
、ジ
ャ
ン
プ
の

高
さ
に
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、昼
食
で
伝
統
料
理
ジ
ュ
ー
シ
ー
と
ム
ー
チ
ー（
餅
）を
食

べ
、水
族
館
へ
入
り
ま
し
た
。水
族
館
は
世
界
で
も
有
数
の
規
模
を
誇

り
、世
界
の
海
の
様
々
な
生
き
物
や
、大
水
槽
の
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
の
大

き
さ
に
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

水
族
館
の
見
学
後
は
、東
村
に
戻
り
、福
地
川
海
浜
公
園
で
海
洋
体

験
を
し
ま
し
た
。カ
ヌ
ー
、バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
、海
水
浴
と
沖
縄
の
海
を
満

喫
し
ま
し
た
。

　

カ
ヌ
ー
で
は
二
人
一組
で
、最
初
は
な
か
な
か
方
向
も
定
ま
ら
ず
う

ま
く
進
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、団
員
同
士
声
を
か
け
合
い
、息
を
合
わ

せ
て
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
最
後
は
、お
世
話
に
な
っ
た
農
家
の
方
や
東
村
の
教
育
委

員
会
の
方
全
員
で
交
流
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

　

団
員
は
お
世
話
に
な
っ
た
農
家
の
方
を
囲
み
な
が
ら
楽
し
く
食
事

を
し
ま
し
た
。ま
た
、そ
の
後
、三
線（
沖
縄
の
三
味
線
）を
聞
い
た
り
、

み
ん
な
で
踊
っ
た
り
と
訪
問
の
締
め
く
く
り
と
し
て
み
ん
な
で
交
流

を
し
ま
し
た
。そ
し
て
、交
流
会
の
最
後
に
は
今
回
の
お
礼
と
し
て
団

員
全
員
で
村
の
歌
を
元
気
い
っ
ぱ
い
披
露
し
ま
し
た
。

　

４
日
目
の
早
朝
に
東
村
に
お
別
れ
を
し
、沖
縄
南
部
へ
向
か
い
ま
し

た
。沖
縄
南
部
で
は
太
平
洋
戦
争
中
に
防
空
壕
で
使
わ
れ
た
ガ
マ（
洞

窟
）を
見
学
。ま
た
、そ
の
後
ひ
め
ゆ
り
の
塔
を
見
学
し
、命
の
尊
さ
を

学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
４
日
間
を
通
し
、団
員
は
様
々
な
経
験
を
し
な
が
ら
、互
い
に

協
力
し
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。10
月
に
は
ま
た
東
村
の
中
学

生
が
来
村
し
ま
す
。北
塩
原
村
や
会
津
を
た
く
さ
ん
知
っ
て
も
ら
い
、

こ
れ
か
ら
も
交
流
を
続
け
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

平成２８年度
 第１６回沖縄県東村との交流事業

第１６回ちびっこ探検学校 
    ～沖縄県東村を訪問してきました！～
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中
学
生
の
台
湾
派
遣
交
流
事
業
は
８
月
１
日
か

ら
４
日
ま
で
４
日
間
、村
内
の
中
学
２
年
生
１０
人
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
事
業
は
、中
学
生
に
国
際
的
な
感
覚
を
身
に
つ

け
て
も
ら
お
う
と
毎
年
実
施
し
て
お
り
、今
年
で
５

回
目
と
な
り
ま
す
。台
湾
は
成
田
空
港
か
ら
飛
行

機
で
約
３
時
間
半
。身
近
な
海
外
と
し
て
人
気
が
高

く
、毎
年
大
勢
の
日
本
人
が
訪
れ
ま
す
。親
日
国
と

し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、街
中
で
は
日
本
語
の
看
板

も
目
に
し
ま
す
。

　

学
校
交
流
で
は
、南
投
県
国
姓
郷（
な
ん
と
う
け

ん
こ
く
せ
い
ご
う
）の
国
姓
国
民
中
学
校
を
訪
問
し

ま
し
た
。第
一
中
、裏
磐
梯
中
生
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

を
使
い
な
が
ら
母
校
を
紹
介
し
た
ほ
か
、国
姓
郷
特

産
の
コ
ー
ヒ
ー
を
使
っ
た
お
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
懇

談
し
、生
徒
た
ち
が
連
絡
先
を
交
換
す
る
な
ど
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、４
年
前
か
ら
訪
問
し
て
い
る
南
投
県
魚
池

郷（
ぎ
ょ
ち
ご
う
）を
訪
れ
、台
湾
最
大
の
湖「
日
月

潭（
に
ち
げ
つ
た
ん
）」や
三
蔵
法
師
を
祀
っ
た
玄
奘

寺
な
ど
を
見
学
。派
遣
団
の
団
長
を
務
め
た
石
田
和

典
団
長
は
魚
池
郷
の
役
場
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、世
界
四
大
博
物
館
の
一つ「
国
立
故
宮

博
物
院
」や
一
糸
乱
れ
ぬ
衛
兵
交
代
式
が
見
物
で
き

る
忠
烈
祠
、中
正
紀
念
堂
な
ど
を
観
光
し
ま
し
た
。

ま
た
、本
場
の
中
華
料
理
を
味
わ
い
、小
籠
包
な
ど

に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

４
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

生
徒
た
ち
は
台
湾
の
人
、歴
史
、文
化
に
触
れ
、ま
た

一つ
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

異文化を肌で感じる
～中学生台湾派遣交流事業～
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きたしおばらトピックス

村発展に尽力 ～故 武藤久人氏「旭日単光章」受章～７月７日（木）

先進的な移住政策を学ぶ ～行政区長研修～７月８日（金）～９日（土）

初夏の磐梯山を満喫 ～うつくしま・みずウオーク2016きたしおばら大会ｉｎ裏磐梯～７月２日（土）

　旭日単光章に輝いた、故　武藤久人氏（北山）の叙勲伝達式が、
役場村長室において行われました。
　氏は、村議会議員を３期１２年の永きにわたり在職され、議会の
円滑な運営、村政発展のためにご尽力されました。
　式では、小椋村長同席のもと、戸田会津地方振興局長より武藤正
氏に勲記、勲章が伝達されました。

　天候にも恵まれ「うつくしま・みずウオーク２０１６きた
しおばら大会ｉｎ裏磐梯」が開催され、県内外から約２，１
００名の参加者が、初夏の裏磐梯を満喫しました。
　小野川湖畔を歩く１０㎞コース、小野川不動滝探勝
路を歩く７㎞コース、そして、今年新設されたデコ平湿
原を目指す「まなぶん」３㎞コースと、参加者は楽しみ
ながらゴールを目指しました。
　ゴール会場では、北山産きゅうりのおもてなしや会津山
塩や花豆、わかさぎ甘露煮など地場産品の販売を行い、
大好評を得ました。
　また、口笛奏者の柴田晶子さんの美しい音色や福島
学生よさこいチーム“源種”～seed～の熱気のある踊
りで、会場に華やかさを添えました。

▲故武藤久人氏「旭日単光章」

　視察研修先は、テレビ朝日系列「イチから住～前略、移住しました」の番組で特集された「山形県金山町」に訪問しました。
　同町は、山形県の東北部に位置し、人口5,935人(H28.3.31現在)、稲作中心の「農業」と金山杉などの「林業」が盛ん
な地域。近年では、地域住民が主体となった活動や特徴的な移住政策を行う町として注目されています。
　はじめに、地域住民有志の手によって廃校になった分校を利用して地域ぐるみの交流事業を展開している「四季の学
校・谷口がっこそば」を訪問しました。
　体育館はそば屋に、教室は客室として利用しており、年間1万５千人を超える方が「谷口がっこそば」を訪れます。年４回
開催される体験型イベント「四季のがっこう」では毎回10～40名が訪れ、農業体験や山遊び、大交流会などを通じて地元
住民と交流しています。これが縁で6組のカップルが誕生し、結婚に至ったそうです。
　また同町の鈴木町長からの歓迎の挨拶を受け、同町の産業課・総務課の担当者の方から金山杉の地産地消を目的とし

た「街並み景観づくり100年運動の取り組み」や「移住政策への取り組み
」について説明を受けました。同町では、住宅2棟(金山型住宅)を整備し、
移住希望者向けの体験施設として低廉な価格で提供しています。県内外
から年間30組、100人の移住希望者が体験施設を利用しています。(移住
者は1組)
　この他、町内の街並みの整備状況や金山杉を使用した建物を視察しま
した。
　参加された区長の皆さんは、先進的な事例や取り組みに対し、熱心に
耳を傾けていました。

▲まなぶん３㎞コースでガイドの話を
　真剣に聞き入る参加者

▲小野川不動滝前で大勢の参加者が
　記念撮影

▲大盛況だった地場産品コーナー ▲よさこいの熱気あふれるステージ

▲担当者の説明に聞き入る各区長 
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地域及び職場での受け入れ体制の構築を ～第66回非行防止研究集会～７月２０日（水）

きたしおばらトピックス

村内交通事故０件に向けた活動 ～夏の交通事故防止県民総ぐるみ運動～７月１6日（土）～２５日（月）
　夏の交通事故防止県民総ぐるみ運動が７月16日から25日までの10日間全国で行われ、村内においても各地で関係団
体が活動を行いました。
　活動の内容としては、交通事故防止看板及びのぼり旗の設置、夏休みに入る前までの通学時間に合わせた街頭啓発
活動、交通安全出動式(16日・裏磐梯地区)、直接ドライバーにチラシ
等を配り交通安全を呼びかけるテント村の開催(18日・北山、大塩、桧
原地区　22日・裏磐梯地区)、防災無線及び区長便による広報啓発
活動を行いました。
　交通事故を１件でも起こさせないという思いで関係者が一丸とな
り汗を流して活動を行いました。ありがとうございました。
　８月は夏の行楽シーズンですので、交通量が増加することが予測
されます。引き続き交通安全を心がけ安心・安全な村づくりにご協力
下さい。

▲ドライバーに交通安全を呼びかけ

　第66回“社会を明るくする運動”非行防止研究集会が、村
コミュニティセンターホールにおいて、喜多方市・西会津
町・北塩原村の保護司及び更生保護女性会など、約160名が
参加し開催されました。
　講演では福島保護観察所企画調整課長の渡邉仁一氏より
「“社会を明るくする運動”について」という演題で基調講
演をいただき、犯罪から立ち直る人の地域及び職場の受け
入れる体制の構築が、重要であると話されました。続いて
磐梯ダルク責任者の平塚英樹氏より「ダルクからのメッ
セージ」という演題で講演をいただき、実際に自分自身の
体験から薬物の危険性について話されました。
　参加者は真剣な表情で二人の講演を聞いており、とても
有意義な研究集会となりました。
　同集会は、北塩原村推進委員会と喜多方地区保護司会、
喜多方更生保護女性会が主催。喜多方市、西会津町、北塩
原村で持ち回りにより毎年開催されております。

▲講演する磐梯ダルク責任者平塚氏

▲会場の様子

熊本県の復興を願い義援金を贈りました７月１２日（火）
　４月１４日に発生し、震度７を観測した熊本地震は数多くの人が犠牲

となり、約４ヶ月経過した現在も被災者が多数おります。村では東日本

大震災の際に全国より支援していただいた経験をもとに支援物資や皆

様からいただいた募金を贈りました。そしてこの他に今回義援金として

１００万円を熊本県に贈りました。

　７月１２日に小椋村長が熊本県東京事務所を訪問し渡邉所長に熊本

県の一日も早い復興を願い、そして支援するために目録を渡しました。

▲1日も早い復興のために



2016.8　広報きたしおばら　６

■地域おこし協力隊活動報告■

Monthly Reporter
柴田 健一
しばた　けんいち
松陽台在住・2年間金沢に住んでました

　子供向けから大人向けまで、幅広く活動している協力隊のお兄さ
ん（33）です。今回は、最近着手し始めた幼稚園事業を紹介します。
＊学校の応援団事業「むぎっこクラブ」に先生として参加！
　さくら幼稚園の子供達が、学校の応援団事業「むぎっこクラブ」に
おいて、「麦ってどうやって育って何になるの？」をテーマに、麦栽培
から小麦粉にするまで頑張っています。この「むぎっこクラブ」の凄い
所は、子供達が昔の農具を使いながら、収穫にチャレンジしている所
です。私も農業初心者なので、必死になり使い方を教わっています。
　協力隊企画として、レンガを積み上げて作ったピザ窯で、ピザを作
って子供達を驚かせたいなぁと考えています。ピザ作りのプロの方、
作り方を教えてください！！

＊ソーラーLEDで天の川つくってみました。
　7月7日に、裏磐梯幼稚園で開催された「エコ七夕」にも、ひっそり
現れました。普通の七夕で終わらせるのは勿体無いと思い、北山で
12月～3月までパイプハウスのライトアップを行っていた「北山地区
イルミネーションプロジェクト」代表 遠藤和夫様よりソーラーLED
一式をお借りし、天の川を表現しました。「光らなかったらどうしよう
…」と不安になりましたが、無事点灯！！子供達の驚く顔が見れて良
かったです。今後とも、子供達の教育にプラスαできる事を企画・協
力していきたいと思います。最後に、さくら幼稚園、裏磐梯幼稚園の
良い子のみんな、オジサンじゃなくて、お兄さんと呼んでください。

第9回　「幼稚園事業はじめました。」

▲一生の思い出に
　　　　　　なりますように！

▲点灯しなかったらどうしよう
　と緊張していた瞬間です

▲唐箕（とうみ）を使って麦の選別。
　うまく出来るかな？

▲脱穀している時は、みんな興奮
　していました！

きたしおばらトピックス

国勢調査に尽力 ～平成27年国勢調査統計局長表彰受章～８月１日（月）

今年は片山右京さんが来場 ～第４５回裏磐梯火の山まつり開催～７月２１日（木）

　松崎豊さん（長峯）は平成27年の国勢調査を含みこれまでに調査員として3回従事さ

れ国の重要な国勢調査の実施にご尽力いただきました。

　これまでの功績が認められ総務省統計局長より表彰されました。

　おめでとうございました。

　裏磐梯の夏の始まり告げる、第４５回裏磐
梯火の山まつりが開催されました。
　今年は、天候にも恵まれ、多くのお客様が来
場するなか、きたしおばらスポーツ大使の片山
右京さんのトークショーや磐梯山にまつわる
奉納劇が行われ、会場を盛り上げました。
　美しい夕陽をバックに、磐梯山噴火で亡く
なられた方を供養するため、燈篭が流され、
フィナーレに花火が打ち上げられ、桧原湖に
鮮やかな花を咲かせました。

松崎豊さん▶

▲奉納劇 「手長足長」

▲片山右京さんのトークショー ▲大迫力の湖上 スターマイン
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◆児童扶養手当について
　現況届は、毎年８月現在の状況を把握し、
引き続き手当を受ける要件を満たしているか
どうかを確認するものです。提出の際は聞き
取り調査を行います。現況届の提出がない場
合、８月以降の手当が受けられなくなります
のでご注意ください。
●提出期限
　平成２８年８月３１日（水）

●提出書類
・現況届
・交付されている児童扶養手当証書
・養育費等に関する申告書
◆特別児童扶養手当について
　所得状況届は、毎年８月現在の状況を把
握し、引き続き手当を受ける要件を満たして
いるかどうかを確認するものです。児童扶養
手当と同様に、所得状況届の提出がない場
合、８月以降の手当が受けられなくなります
のでご注意ください。

●提出期限
平成２８年９月９日（金）

●提出書類
・所得状況届
・交付されている特別児童扶養手当証書
提出先
住民課、裏磐梯合同庁舎（商工観光課）
※現況届及び所得状況届は８月上旬に受給
者へ簡易書留で送付しています。万が一書
類が届いていない場合は、お手数ですが住
民課までご連絡ください。

◆その他
　児童扶養手当及び特別児童扶養手当の受
給資格や受給額、手続きなどの詳細について
は、住民課医療福祉班までお問い合わせくだ
さい。

住民課医療福祉班　☎：２３－３１１３

　平成28年４月14日に発生した「平成28年熊本地震」によって被害を受けられた被災者を支援す
るため、４月18日から７月29日まで役場本庁舎、裏磐梯合同庁舎、桧原出張所、生涯学習セン
ター、構造改善センター、自然環境活用センターの５箇所に募金箱の設置をしたところ、下記のと
おり義援金が集まりましたので、「日本赤十字社北塩原分区」へ届けました。
　みなさまの温かいご支援、ご協力ありがとうございました。

児童扶養手当・特別児童扶養手当の受給者の方へ

熊本地震義援金について

たので、「日本赤十字社北塩原分区」へ届けまし
援、ご協力ありがとうございました。

当・特別児童扶養手当の受給

募金総額　９７，８８１円

●体調を整える  睡眠不足や風邪ぎみなど、体調の悪い日は外出を控えよう
●服装に注意  通気性の良い洋服を着て、帽子をかぶろう
●こまめな水分補給 のどが渇いたと思った時には、かなりの水分不足になっている可能性が…定期的に水分を

補給しよう　塩分補給を合わせて考えるとスポーツドリンクがおすすめ
●年齢も考慮して 子供や高齢者は熱中症になりやすいので年齢を意識して予防を心掛けよう
熱中症は回復してしまえば終わり、というわけではありません。しばらくは休養をとり必要に応じて医療機関を受診
して下さい。「もう、大丈夫」とばかりに翌日から活発に活動をするなど無謀な行動は避けましょう。

夏真っ盛り！熱中症にご注意 熱中症は、ちょっとした注意で防ぐことができます。
レジャーの時ばかりでなくふだんから心掛けてください。
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教育課 ☎23-5237
公民館 ☎23-5236

　北塩原村民ふれあいゴルフ大会は７月９日（土）、４２名の
参加のもと、猫魔ホテル猪苗代ゴルフコースにおいて開催さ
れました。
　あいにくの雨の中の開催となりましたが、高原の豊かな自
然に囲まれた中で参加者らは、のびのびとプレーを楽しみな

がらボールを追いかけま
した。
　また、プレー終了後に
は、ラビスパ裏磐梯で表
彰式と交流会が行われ、
ゴルフ談義に花を咲か
せ、互いに親睦を深めま
した。

　７／２４（日）、今年も北塩原村立第一中学校体育館におい
て交流大会が開催されました。
　今大会は村から５チーム、西会津町から４チームの合計９
チーム（４１名）が参加し、予選リーグから混戦になるなど白
熱した試合が行われました。
　大会後の懇親会では親睦を深め、次回１１月の大会に向け
て練習に励むことを誓い合いました。

　７／６（水）さくら幼稚園において『子育て講座』が開催さ
れ、保護者３９名の方々が参加しました。
　講師には会津助産師の家 おひさまから二瓶律子氏をお招
きし、前半は紙芝居と人形を使ってお腹の赤ちゃんがどのよ
うに成長していくかのお話を親子で聞きました。また、「お母さ
んと赤ちゃんを繋ぐおへそについて」のお話もありました。
　後半は、保護者向けに幼児期の子育ての大切さについてお
話をして頂きました。「頑張りすぎずに、余裕を持って子どもと
接すること」など普段忘れがちな事を再認識する良い機会と
なりました。

第２６回北塩原村子どもの主張大会

子育て講座
～命の大切さ・幼児期の子育ての大切さ～

司会者

発表者

　裏磐梯小６年　　三浦大地　大森遥叶

　裏磐梯小６年 鳥羽愛梨　「くやしいの向こう側」
　さくら小５年 佐藤優香　「みんなでやろうエコキャップ運動」
　裏磐梯中３年 小椋奏汰　「‶大人”ってなんだろう」
　第一中３年 大竹健生　「これからの北塩原を思う」
　さくら小６年 武藤凜希　「ぼくの最高の将来の目標」
　裏磐梯小５年 松本安友武「一つの命」
　第一中３年 田中大地　「もし、今日が自分の人生最後の日だったら」
　裏磐梯中３年 渡部元気　「犯罪ゼロ社会を目指して」

準優勝　　　　　　　　第３位

ＭＶＰ賞

ハッスル賞

　 ショ－ヨ－BVC 星組　　　　 群岡 B

　上　野　信　子　（ショーヨーBVC月組）

　五十嵐　　大　　（リップスティックブルー）
　渡　部　ひとみ　（リップスティックパープル）
　佐　藤　　望　　（ネバーギブアップ）
　平　野　高　男　（楽球・愛 A）
　鈴　木　崇　之　（楽球・B）
　長谷川　　学　　（群岡Ｃ）

〈結果〉
　優　勝 　　赤　城　　明　　さん
　準優勝　　小　椋　清　一　さん

家庭教育支援事業

▲遠藤実行委員長から優勝トロフ
ィーを授与された赤城さん（左）

　北塩原村子どもの主張大会が７月１３日（水）、裏磐梯小学校
体育館で開催され、小中学生が日常生活で感じたことや経験を
通して考えたことなど、子どもならではの感性で意見を発表しま
した。
　この日集まった村民・来賓・小中学生合わせて約１９０名の皆さ
んは、小中学生代表の８名の発表に聞き入っていました。
　発表の内容は、後日「子どもの主張大会文集」として村内各施
設等に置きますので、是非ご覧ください。これを契機にさらに子
どもたちの考えを知り、将来の
地域を担う子ども達に励まし
の言葉をかけていただければ
幸いです。
　なお、主張大会を盛り上げて
くれた発表者と司会者は次の
とおりです。

▲優勝 ショーヨーBVC月組 ▲奮闘する選手たち…

▲赤ちゃんの話に聞き入る参加者 ▲おへそのお話（紙芝居）
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生涯学習だより

　７／２７～２８日の１泊２日で裏磐梯の松原キャンプ場において小学４年生を対象に開催し、さくら小学校児童１３名、裏磐
梯小学校児童１０名の合計２３名が参加しました。
　桧原湖探勝路のウオーキングから始まり、カヌーやボート、野外炊飯（カレー）、花火、釣り、木の実などで飾り付ける写真立
て作りなど様々な自然体験を行いました。
　児童達は暑さに負けず協力し合って元気に活動し、キャンプ場内には元気な声が響いていました。

　7月5日(火)ボランティアの長
岡幸二さんと小野川不動滝自然
探勝路を歩きました。あいにくの
雨でしたが、迫力ある滝に感動！
午後からはウチダザリガニ駆除
活動をしました。

　7月5日(火)江川正行さんご夫
妻の指導の元、また地域おこし
協力隊の協力を得て「脱穀」作業
をしました。７月19日（火）「とう
み」を使い、風を送り実とゴミを
分ける作業をしました。

　夏休みから室内や園庭で、体
を動かし楽しく走るプログラム
がはじまりました。歩数を計測
し、距離に換算するとどのくらい
走れるかを記録します。目標は桧
原湖１周です！

今後予定している公民館事業のお知らせ お気軽に村公民館までご連絡ください。

「学校の応援団」事業

さくら小学校
『３年生自然体験教室』

裏磐梯児童クラブ
『らんらんランニング』

さくら幼稚園
　『むぎっこクラブ』

①北塩原村成人式
　○日程：８月１５日（月）
　○場所：北塩原村役場コミュニティセンターホール
②火の山杯スポーツ大会
　○日程：８月２０日（土）
　○場所：裏磐梯小学校グラウンド他
③裏磐梯空色の湖の謎を解く
　○日程：９月１０日（土）
　○申し込み受付中（公民館まで）

④家庭教育支援事業（人形劇観賞会）
　○日程：９月１４日（水）
　○場所：さくら幼稚園
⑤家庭教育支援事業（レクリエーション教室）
　○日程：９月１６日（金）
　○場所：裏磐梯幼稚園
⑥きたしおばら交流フェスタ
　○日程：９月１７日（土）
　○場所：北塩原村役場コミュニティセンターホール他



2016.8　広報きたしおばら　10

子どもの主張大会　発表作文（小学生編）

み
ん
な
で
や
ろ
う
、エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動

さ
く
ら
小
学
校
　
五
年
　
佐
藤
　
優
香

　

み
な
さ
ん
。「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
」っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
。私
た
ち
の
学
校
で
は
、五
年
前
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。代
表
委
員
が
全
校
生
に「
み
な
さ
ん
、ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。」と
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　

さ
く
ら
小
学
校
で
は
、キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ
て
く
る
と
、玄
関
を
入
っ
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
が
置
い
て
あ

り
、そ
こ
に
入
れ
た
ら
、持
っ
て
き
た
人
の
名
前
を
名
簿
に
書
く
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
は
あ
っ

と
い
う
間
に
満
タ
ン
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。去
年
一
年
間
で
集
ま
っ
た
キ
ャ
ッ
プ
は
一
三
九
㎏
で
し
た
。今
年
は
二
〇

〇
㎏
が
目
標
で
す
。

　

私
の
家
で
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
、ジ
ュ
ー
ス
を
飲
み
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ

に
袋
に
入
れ
て
た
め
て
お
き
、百
個
ぐ
ら
い
た
ま
っ
た
ら
学
校
に
持
っ
て
行
き
ま
す
。そ
れ
を
一
年
生
か
ら
始
め
て
、

年
に
一
、二
回
は
持
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
の
き
っ
か
け
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
た
神
奈
川
県
の
女
子
高
校
生
が

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
本
体
は
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
の
に
、ふ
た
を
ゴ
ミ
に
出
す
の
は
も
っ
た
い
な
い
。何
か
出
来
な
い

か
。」と
言
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
だ
っ
た
と
、先
生
か
ら
聞
き
ま
し
た
。高
校
生
が
そ
ん
な
こ
と
に
気
付
く
な
ん
て
す

ご
い
な
あ
と
思
っ
た
私
は
、エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
と
は
、ゴ
ミ
に
な
る
は
ず
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
、

キ
ャ
ッ
プ
を
も
や
す
時
に
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
を
減
ら
し
、さ
ら
に
、集
め
た
キ
ャ
ッ
プ
を
売
っ
た
お
金
で
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
を
買
い
、貧
し
い
国
へ
送
っ
て
、病
気
で
命
を
落
と
す
子
ど
も
達
を
救
お
う
と
い
う
活
動
だ
そ
う
で
す
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
八
〇
〇
個
で
ワ
ク
チ
ン
一
本
分
に
な
る
そ
う
で
す
。私
た
ち
小
学
校
で
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
る
こ
と
で
、世
界
の
子
ど
も
達
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
な
ん
て
、す
ば
ら
し
い
活
動
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、私
た
ち
と
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い
る
芸
人
さ
ん
が
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。ロ
ン
ド
ン
ブ
ー
ツ
一
号
二

号
の
田
村
淳
さ
ん
で
す
。「
ポ
リ
オ
ぼ
く
め
つ
運
動
」と
言
っ
て
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
る
運
動
に
協
力

を
求
め
て
い
る
そ
う
で
す
。テ
レ
ビ
で
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
言
っ
て
、み
ん
な
を
楽
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
る
芸
人
さ
ん

も
、私
た
ち
と
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
で
活
動
し
て
い
る
と
知
っ
て
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。お
笑
い
芸
人
の
人
も
、世
界

の
こ
ま
っ
て
い
る
人
を
助
け
た
い
の
か
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
る
こ
と
で
、人
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。た
だ
そ
れ
だ
け

で
、人
を
助
け
ら
れ
る
っ
て
す
ご
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。ま
た
、自
然
に
も
優
し
い
と
思
い
ま
す
。理
由
は
、キ
ャ
ッ
プ

を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
ゴ
ミ
が
少
な
く
な
る
か
ら
で
す
。ゴ
ミ
が
、減
れ
ば
、か
ん
き
ょ
う
に
も
よ
く
な
り
、自

然
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。ゴ
ミ
を
も
や
す
と
き
に
出
る
二
酸
化
炭
素
を
減
ら
す
こ
と
に
も
な
り
、地
球
か

ん
き
ょ
う
的
に
も
と
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
、こ
れ
か
ら
は
家
に
い
る
と
き
だ
け
で
な
く
出
か
け
た
先
で
も
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
は
確
実
に
回

し
ゅ
う
し
て
、エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
に
協
力
し
た
い
で
す
。そ
し
て
、私
は
、代
表
委
員
で
は
な
い
で
す
が
、ま
だ
参
加

し
て
い
な
い
人
達
に
呼
び
か
け
て
、少
し
で
も
た
く
さ
ん
の
キ
ャ
ッ
プ
が
集
ま
っ
て
、一
人
で
も
多
く
の
人
を
助
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、こ
の
活
動
を
広
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　

み
な
さ
ん
、「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
」を
い
っ
し
ょ
に
や
り
ま
し
ょ
う
。

ぼ
く
の
最
高
の
将
来
の
目
標

さ
く
ら
小
学
校
　
六
年
　
武
藤
　
凜
希

　

み
な
さ
ん
、
今
、
隣
に
い
る
友
達
や
、一
緒
に
暮
ら
す
家
族
が
、
突
然
い
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。「
ま
さ

か
。」と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、全
く
あ
り
え
な
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。

　

こ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
つ
い
最
近
起
き
た
熊
本
県
を
中
心
と
し
た
地
震
が
き
っ
か
け
で

す
。テ
レ
ビ
や
新
聞
で
、た
く
さ
ん
の
人
の
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
、ぼ
く
と
同
じ
く
ら
い
の
子
ど
も
が
、家
族
を
失
っ

て
独
り
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、そ
し
て
、今
尚
、余
震
が
続
く
不
安
か
ら
、車
の
中
で
生
活
し
て
い
る
人

が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。五
年
前
に
は
、
ぼ
く
た
ち
の
住
む
福
島
県
で
も
、
大
き
な
地
震
が
あ
り

ま
し
た
。原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
せ
い
で
、
今
も
自
分
の
故
郷
に
も
ど
れ
な
い
人
が
い
る
そ
う
で
す
。自
分
の
い

る
県
で
起
き
た
出
来
事
な
の
に
、正
直
ぼ
く
に
は
、そ
の
実
感
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。当
時
、ぼ
く
は
幼
稚
園

生
だ
っ
た
し
、こ
の
村
で
命
に
関
わ
る
よ
う
な
被
害
を
受
け
た
人
が
い
な
か
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。で
も
、今
は
、想

像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

朝
早
く
か
ら
畑
仕
事
を
し
て
い
る
祖
父
。年
の
わ
り
に
は
元
気
で
、
と
っ
て
も
お
も
し
ろ
い
祖
母
。夜
遅
く
ま
で

み
ん
な
の
た
め
に
働
い
て
く
れ
て
い
る
父
。看
護
師
と
し
て
働
き
な
が
ら
、
家
族
み
ん
な
の
た
め
に
家
事
を
し
て
く

れ
る
母
。そ
し
て
、二
人
の
元
気
な
妹
、は
な
え
と
も
も
え
。ど
ち
ら
も
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

家
族
で
決
め
た
名
前
で
す
。近
所
の
人
た
ち
も
、み
ん
な
ぼ
く
た
ち
の
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
道
で
出
会
う
と
必
ず

声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。も
し
、こ
の
家
族
の
誰
か
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら…

、そ
し
て
も
し
、大
好
き
な
友

達
も
、
こ
の
村
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら…

。大
切
な
つ
な
が
り
が
突
然
断
ち
切
ら
れ
る
。そ
う
考
え
た
だ
け
で

本
当
に
お
そ
ろ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

だ
か
ら
、
今
回
の
地
震
で
悲
し
い
思
い
を
し
て
い
る
人
の
た
め
に
、
ぼ
く
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
と
考
え
ま
し
た
。

す
る
と
、ぼ
く
の
友
達
も
同
じ
思
い
だ
っ
た
よ
う
で
、す
ぐ
に
、「
募
金
を
し
よ
う
。」と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。児

童
会
総
会
で
提
案
す
る
と
下
級
生
も
賛
成
し
て
く
れ
、
翌
週
か
ら
全
校
生
で
募
金
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。そ
の

ち
ら
し
を
持
っ
て
帰
っ
た
日
、家
族
で
話
し
合
い
ま
し
た
。す
る
と
、祖
母
が「
役
場
に
行
っ
て
募
金
す
る
つ
も
り
だ
っ

た
け
れ
ど
、学
校
で
や
る
な
ら
。」と
な
ん
と
一
万
円
も
く
れ
ま
し
た
。ぼ
く
も
、妹
た
ち
と
一
緒
に
、自
分
の
お
小
遣
い

を
集
め
て
、家
族
み
ん
な
で
募
金
を
し
ま
し
た
。全
校
生
か
ら
も
毎
日
の
よ
う
に
、お
金
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。時
に

は
千
円
札
ま
で
あ
り
ま
し
た
。き
っ
と
、
ぼ
く
の
家
の
よ
う
に
、
家
族
で
相
談
し
て
役
立
て
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
人
た

ち
が
た
く
さ
ん
い
た
の
で
し
ょ
う
。聞
け
ば
、
こ
の
村
の
小
中
学
校
で
も
募
金
活
動
が
行
わ
れ
た
そ
う
で
す
。ぼ
く
た

ち
と
同
じ
気
持
ち
の
人
が
、こ
の
村
に
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
知
り
、本
当
に
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
ご
存
知
の
通
り
、こ
の
村
で
は
、ぼ
く
た
ち
の
た
め
に
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

裏
磐
梯
で
の
キ
ャ
ン
プ
や
い
わ
き
、沖
縄
で
の
交
流
体
験
。ま
た
、観
光
協
会
の
み
な
さ
ん
を
始
め
、た
く
さ
ん
の

方
々
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
る
自
然
体
験
学
習
。役
場
で
行
わ
れ
る
交
流
フ
ェ
ス
タ
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。冬
に

は
、
ぼ
く
の
大
好
き
な
ス
キ
ー
教
室
も
行
わ
れ
ま
す
。ぼ
く
た
ち
の
た
め
に
働
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
み
な
さ
ん

は
、
い
つ
も
笑
顔
で
元
気
を
く
れ
ま
す
。そ
の
お
か
げ
で
、
と
っ
て
も
楽
し
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。ま

た
、身
近
な
人
だ
け
で
な
く
、北
塩
原
村
に
住
む
人
た
ち
を
始
め
、た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
出
会
い
、交
流
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
い
つ
ま
で
も
こ
の
大
切
な
つ
な
が
り
が
続
い
て
ほ
し
い
。」こ
れ
が
ぼ
く
の
願
い
で
す
。そ
し
て
、そ
の
た
め
に
、ぼ

く
も
み
ん
な
の
た
め
に
働
き
た
い
。大
好
き
な
家
族
と
大
好
き
な
こ
の
北
塩
原
村
が
、い
つ
で
も
、そ
し
て
、い
つ
ま

で
も
み
ん
な
の
最
高
の
居
場
所
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。だ
か
ら
こ
れ
か
ら
も
、笑
顔
で
、元
気
い
っ
ぱ

い
あ
い
さ
つ
を
し
て
、
村
中
の
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。み
ん
な
の
笑
顔
が
つ
な
が
る
村
。

　

そ
れ
が
、ぼ
く
の
最
高
の
将
来
の
目
標
で
す
。
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く
や
し
い
の
向
こ
う
側

裏
磐
梯
小
学
校
　
六
年
　
鳥
羽
　
愛
梨

　

私
は
、
決
し
て
ス
キ
ー
を
な
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。二
年
生
ま
で
は
、
と
ん
と
ん
拍
子
に
結
果
を
出
す
こ
と
が

で
き
た
。素
直
に
う
れ
し
か
っ
た
し
、
家
族
も
チ
ー
ム
の
仲
間
も
ほ
め
て
く
れ
た
。レ
ー
ス
に
勝
つ
こ
と
は
、
私
に
と
っ

て
難
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

　

私
に
は
、二
人
の
兄
が
い
る
。兄
達
は
、
父
と
一
緒
に
ス
キ
ー
を
始
め
た
。当
然
私
も
ゲ
レ
ン
デ
に
出
る
よ
う
に
な
っ

た
。父
や
兄
達
に
負
け
ま
い
と
く
た
く
た
に
な
る
ま
で
滑
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
る
。毎
週
ゲ
レ
ン
デ
に
行
け

る
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。大
会
に
出
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
お
そ
れ
る
も
の
は
な
か
っ
た
。大
会
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
キ

ー
場
に
行
け
る
。そ
れ
も
ま
た
楽
し
み
の
一つ
で
あ
た
。負
け
知
ら
ず
だ
っ
た
私
は
、
大
会
に
出
場
す
る
と
い
う
き
ん

張
感
は
、ぜ
ん
ぜ
ん
な
か
っ
た
。

　

そ
し
て
、
三
年
生
に
な
っ
た
。私
を
ど
ん
底
に
突
き
落
と
す
東
北
大
会
予
選
が
始
ま
っ
た
。そ
の
日
は
、
こ
れ
ま
で

の
大
会
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
て
い
た
。結
果
は
、
七
位
だ
っ
た
。東
北
大
会
に
出
場
で
き
る
六
位
ま
で
の
選
手
が
一
人

欠
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
東
北
大
会
に
出
場
す
る
権
利
は
得
た
が
、
チ
ー
ム
の
み
ん
な
が
東
北
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、私
も
出
場
を
見
送
っ
た
。東
北
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が

く
や
し
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。思
う
よ
う
な
結
果
が
出
せ
な
か
っ
た
自
分
に
腹
が
た
っ
た
。そ
し
て
、
彼
女
と
の
貴

重
な
出
会
い
が
待
っ
て
い
た
。彼
女
と
の
出
会
い
が
な
け
れ
ば
、私
の
ス
キ
ー
へ
の
情
熱
は
冷
め
て
し
ま
っ
た
だ
ろ
う
。

　

彼
女
は
、突
然
目
の
前
に
現
れ
た
。彼
女
は
、と
に
か
く
練
習
熱
心
で
真
面
目
。私
も
真
剣
に
ス
キ
ー
を
や
っ
て
い

た
が
、彼
女
は
私
以
上
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
。彼
女
が
練
習
を
し
て
い
る
姿
は
、私
に
は
な
か
っ
た
ス
キ
ー
へ
の

思
い
の
強
さ
を
感
じ
た
。私
は
気
持
ち
で
負
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。私
は
「
こ
れ
な
ら
負
け
て
し
ま

う
は
ず
。」と
納
得
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。私
の
プ
ラ
イ
ド
は
、
も
ろ
く
も
く
ず
れ
去
り
、
こ
れ
ま
で
で
一
番
落
ち
こ

ん
だ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。練
習
量
は
負
け
て
は
な
い
は
ず
。練
習
や
本
番
へ
の
思
い
の
強
さ
が
タ
イ
ム
差
に
で

て
し
ま
う
な
ん
て
。い
つ
も
父
が
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
は
こ
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
と
初
め
て
気
づ
い
た
。私
は
、
こ
れ
ま

で
の
ち
っ
ぽ
け
な
プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
る
決
心
が
で
き
た
。彼
女
は
、私
に
と
っ
て
ラ
イ
バ
ル
で
あ
り
、あ
こ
が
れ
る
存
在

と
な
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
の
私
は
必
死
に
な
っ
て
練
習
を
し
た
。四
年
生
の
東
北
大
会
予
選
は
十
位
で
東
北
大
会
に
出
場
す
る
こ

と
が
で
き
た
。さ
あ
、
練
習
の
成
果
を
見
せ
る
時
だ
。し
ゃ
面
は
き
び
し
く
、
不
安
に
な
っ
た
。ど
ん
ど
ん
私
の
ス
タ
ー

ト
す
る
順
番
が
せ
ま
っ
て
く
る
。レ
ー
ス
が
始
ま
り
、私
は
必
死
に
ポ
ー
ル
を
ク
リ
ア
し
た
。も
う
少
し
で
ゴ
ー
ル
が
見

え
る
と
こ
ろ
ま
で
き
て
、
コ
ー
ス
ア
ウ
ト
。自
分
で
も
何
が
起
き
た
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
た
。や
っ
と
冷
静
に
な
る
と

情
け
な
さ
で一
杯
に
な
っ
た
。ま
だ
ま
だ
私
の
努
力
と
思
い
の
強
さ
が
た
り
な
い
こ
と
を
雪
山
は
教
え
て
く
れ
た
。

　

毎
日
の
家
庭
学
習
の
中
で
私
は
、自
主
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。先
日
の
朝
日
小
学
生
新
聞
で
は
、大
リ
ー
グ

マ
ー
リ
ン
ズ
の
イ
チ
ロ
ー
選
手
が「
日
米
通
算
四
千
二
百
五
十
七
本
の
安
打
、大
リ
ー
グ
メ
ジ
ャ
ー
新
記
録
」を
達
成

し
た
こ
と
が
記
事
に
な
っ
て
い
た
。翌
日
の
記
事
に
は
元
巨
人
、
仁
志
敏
久
氏
が
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
す
ご
さ
に
つ
い
て

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
て
い
た
。一つ
目
は
技
術
に
裏
付
け
さ
れ
た「
並
ぶ
人
の
い
な
い
バ
ッ
ト
さ
ば
き
。」二
つ
目
は
、

「
大
き
な
け
が
を
し
な
い
」た
め
の
動
く
前
の
体
づ
く
り
。そ
し
て
私
が
注
目
し
た
の
は
、
三
つ
目
の
記
事
、「
成
長
に

終
わ
り
は
な
い
」と
い
う
信
念
で
あ
る
。イ
チ
ロ
ー
選
手
は
、年
れ
い
と
と
も
に
体
が
お
と
ろ
え
て
い
く
中
で
、成
績
が

落
ち
こ
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
が
何
年
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。生
き
残
る
の
が
大
変
な
大
リ
ー
グ
の
世
界
で
は
、
毎
日
の

成
績
し
だ
い
だ
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。と
て
も
つ
ら
い
毎
日
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。こ
れ
ま
で
の
私
も
、
ラ
イ
バ
ル

の
彼
女
に
負
け
て
し
ま
う
と
い
う
不
安
か
ら
、「
ど
う
せ
、
ま
た
。」と
投
げ
出
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
。で
も
イ

チ
ロ
ー
選
手
は
決
し
て
に
げ
な
か
っ
た
。努
力
を
積
み
重
ね
、
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
た
の
だ
と
思
う
。だ
か
ら
み
ん
な

に
そ
ん
敬
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。そ
の
記
事
を
読
ん
で
イ
チ
ロ
ー
選
手
は
努
力
の
天
才
だ
と
思
っ
た
。ま
さ
に
「
継
続
は

力
な
り
」で
あ
る
。

　

く
や
し
さ
の
向
こ
う
側
に
は
、ま
だ
何
に
も
見
え
な
い
。で
も
、き
っ
と
そ
の
先
に
は
、大
き
な
、大
き
な
喜
び
が
待

っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
。そ
れ
は
私
を
支
え
て
く
れ
た
み
ん
な
へ
の
恩
返
し
に
な
る
だ
ろ
う
。目
指
す
は
、
東
北
一

位
、ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
。今
年
こ
そ
、羽
ば
た
い
て
み
せ
る
。小
鳥
が
巣
立
つ
よ
う
に
、世
界
の
大
空
へ
。

一
つ
の
命裏

磐
梯
小
学
校
五
年
　
松
本
　
安
友
武

　
「
ガ
タ
ン
ガ
タ
ン
、ゴ
ド
ン
、ボ
ド
ン
。」

　

大
き
な
音
が
聞
こ
え
た
と
思
っ
た
ら
、
か
べ
に
か
け
て
あ
っ
た
時
計
や
、
た
な
の
上
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
物
が
お
っ

こ
ち
て
き
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
よ
う
ち
園
の
こ
ろ
、
南
相
馬
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。こ
の
震
災
が
起
き
て
、
裏
磐
梯
に
引
っ
越
し
て
来

ま
し
た
。あ
の
日
、
大
き
な
震
災
が
な
か
っ
た
ら
、
ぼ
く
は
今
、
何
を
し
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。二
〇
一一
年
三
月
十
一

日
、午
後
二
時
四
十
六
分
。東
日
本
大
震
災
が
起
き
、あ
の
音
が
聞
こ
え
た
の
で
す
。ぼ
く
は
、家
で
テ
レ
ビ
を
見
て

い
ま
し
た
。お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
ぼ
く
を
だ
き
か
か
え
て
家
か
ら
と
び
出
し
ま
し
た
。で
も
、
外
も
ゆ
れ
は
い
っ
し
ょ

で
し
た
。す
ぐ
そ
ば
に
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
野
菜
を
育
て
て
い
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
あ
り
ま
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、そ
こ
に
に
げ
こ
ん
で
、地
震
が
や
む
の
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、ぼ
く
の
頭
に
、

し
て
い
た
エ
プ
ロ
ン
を
か
け
て
守
っ
て
く
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、
ぎ
ゅ
っ
と
だ
い
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。ぼ
く
は
、
何
が

起
こ
っ
た
の
か
、
す
ぐ
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。と
な
り
の
家
の
、一
つ
上
の
友
達
の
家
族
も
、
ぼ
く
の
家
の
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
に
げ
こ
ん
で
来
ま
し
た
。

　

地
震
が
起
き
て
、
五
日
後
ぐ
ら
い
に
は
、
大
き
な
地
震
は
や
み
ま
し
た
が
、
余
震
は
続
い
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な

時
、お
ど
ろ
き
、い
や
悲
し
み
で
し
ょ
う
か
、一
つ
の
知
ら
せ
が
届
き
ま
し
た
。そ
れ
は
、相
馬
に
住
ん
で
い
る
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
、津
波
に
ま
き
こ
ま
れ
て
、ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
知
ら
せ
で
し
た
。お
母
さ
ん
は
、そ
れ
か
ら
し

ば
ら
く
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
思
い
出
し
て
は
、な
み
だ
を
流
し
て
い
ま
し
た
。ぼ
く
が
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
な
く
な
っ

た
の
を
知
っ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
で
す
。遊
び
に
行
く
と
、
お
か
し
を
く
れ
た
り
、
お
こ
づ
か
い

を
く
れ
た
り
し
た
や
さ
し
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
し
た
。そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、も
う
会
え
な
い
と
分
か
っ
た
時
、ぼ

く
は
、本
当
に
言
葉
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
五
年
た
っ
た
今
、
今
で
も
目
を
つ
ぶ
る
と
、
あ
の
日
の
出
来
事
が
夢
の
よ
う
に
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。

五
年
た
ち
ま
し
た
が
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
は
、
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。五
年
生
に
な
っ
た
ぼ
く

は
、時
々
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
思
い
出
し
ま
す
。今
、思
う
と
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、自
分
で
死
ん
だ
わ
け
じ
ゃ
な
い
。自
分

で
死
ぬ
か
く
ご
を
決
め
て
死
ん
だ
ん
じ
ゃ
な
い
。で
も
、
だ
れ
か
に
殺
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
い
。い
つ
来
る
か
分
か
ら
な

い
津
波
に
ま
き
こ
ま
れ
て
死
ん
だ
の
で
す
。大
切
な
命
を
一
し
ゅ
ん
で
な
く
し
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、き
っ
と
、心
残
り

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。だ
か
ら
、ぼ
く
は
、自
分
の
口
で
、人
に
、「
死
ね
。」や
、自
分
で
、「
死
に
た
い
。」な
ど
と
い
う
言

葉
は
、使
い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。な
ぜ
な
ら
、そ
れ
は
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
見
て
い
る
か
ら
で
す
。天
国
で
見
て
い
る
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
、
死
に
た
く
て
死
ん
だ
わ
け
じ
ゃ
な
い
し
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
分
ま
で
、ぼ
く
が
せ
い
い
っ
ぱ
い
生
き
て
行

こ
う
と
決
め
た
か
ら
で
す
。ぼ
く
は
、一
生
、そ
ん
な
言
葉
を
口
に
出
し
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

道
徳
の
時
間
に
、
命
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。世
界
中
に
も
、
栄
養
不
足
で
死
ん
で
い
く
子
ど

も
た
ち
が
い
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。身
近
で
戦
争
が
起
こ
っ
て
い
る
子
の
写
真
も
見
ま
し
た
。そ
の
子
た
ち
も
、

自
分
の
命
が
い
つ
な
く
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
、
そ
ん
な
恐
怖
の
中
で
さ
え
一
生
け
ん
命
生
き
て
い
ま
す
。ぼ
く

は
、
よ
う
や
く
命
の
大
切
さ
に
気
づ
き
、
自
分
の
心
の
弱
さ
を
変
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。世
界
中
に
は
、い
く
つ

も
の
命
が
あ
り
ま
す
。ど
れ
も
大
切
な
命
で
す
。

　
「
た
っ
た
一
つ
の
命
を
大
切
に
し
よ
う
。」

　
「
だ
れ
も
、死
に
た
く
て
死
ん
だ
ん
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
。」

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、き
っ
と
ぼ
く
と
同
じ
気
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、こ
れ
か
ら
先
、ど
ん
な
に
苦
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、ぼ
く
は
、一
歩
一
歩
、自
分
の
夢
に
向
か
っ

て
進
ん
で
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、天
国
で
見
て
い
て
ね
。
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健康通信 保健センター ☎28-3733
申込・問い合わせ

　エコカーテンですっかりお馴染みになったゴーヤ。暑い季節
に元気に育つ野菜は、夏バテ防止に大きな効果があります。

～ゴーヤの豆知識～
　特徴的な苦み成分「ククルビタシン」は、胃のはた
らきを活発にするので、食欲がアップします。熱に強
いビタミンCを含むので、疲労回復や美肌作用も期
待できます。また、食物繊維の1つで「モモルディシン
」という成分も多く含まれていて、腸内環境を整える
などの効果のほかに、コレステロール値を低下させ
る効果もあるといわれています。

ご飯（温かいもの） 400ｇ
すし酢（市販） 大さじ2
ツナ（油漬け缶） １缶（140ｇ）
ゴーヤ 1/3本（80ｇ）
◆削り節 1ｇ
◆しょうゆ 小さじ1/4
枝豆（さや付き） 120ｇ
◇すりごま（白） 大さじ２
◇マヨネーズ 大さじ２
塩 少々

（１人分）
エネルギー/666ｋcal
タンパク質/19.5ｇ
塩分/2.1ｇ

作　り　方

材料2人分

①水でぬらした盤台にご飯を入れ、すし酢を加える。しゃもじで切るように混ぜて冷まし、
すし飯を作る。
②ゴーヤは縦半分に切ってワタと種を取り、薄い半月形に切ってボウルに入れる。塩小さじ
1/4 をふってもみ、５分間ほどおいて水けを軽く絞る。◆を加え、混ぜる。
③枝豆は塩少々でもみ、熱湯でゆでて、さやから実を取り出す。
④ツナは油をきってボウルに入れ◇を加えて混ぜる。
⑤すし飯を器に盛り、２～４をのせ、食べる直前に全体を混ぜる。

【きゅうりの冷しゃぶサラダ】

【ゴーヤ】
今月の食材　8月

【問い合わせ】　保健センター　☎２８－３７３３

総合検診（集団検診）のお知らせ（～あなたに受けてほしい検診があります～）
　法律で受診することが定められている基本的な健康診査である【特定健診（国保の方）】や各種がん検診（胃、肺、大腸、前立腺）
がわずか半日以下で受診ができます。
　地域の身近な場所で、朝の早い時間帯で終わることができます。今年度も、お財布に優しく、充実した内容で実施します。
総合検診（集団検診）の受診の利点って何？
●集団検診のみで実施する「尿中塩分量測定」ができます。
尿検査を実施する方全員に実施します。年齢、身長、体重、尿（尿中ナトリウム・尿中クレアチニン）から計算して１日摂取量を推計します。）

●歯周病検査が実施できます。
歯周病は生活習慣病と深く関わっています。自覚症状なく忍び寄る歯周病。体とお口、一緒にチェックしましょう。

●今年度から、喀痰検査対象者を広げました。
喫煙本数の多い方や自覚症状のある方に加え、現在ご家族に喫煙者がいる方も受診できます。ご希望の方はご連絡下さい。
注意点
●特定健診受診者は「特定健診受診券（ピンク色）」と保険証を持参して下さい。
●検診録、検査容器等は、事前に担当の保健衛生協力員から配布されています。希望するものが同封されていないなど、不明なことに
ついては保健センターへご連絡下さい。

●検診内容は今年の４月に実施した意向調査をもとに検診録に記入されていますが、検診当日、受付にて受けたい検診を再確認します。
検診スローガン　「検診受け　自分の未来描こうよ」

検診名・対象年齢 内　　　　　　容 検診費用 自己負担金 注 )2　

特定健診（国保 40才～ 74才） 問診・身体測定・血圧測定・脂質検査・肝機能検
査・血糖検査・尿検査・詳細検査（心電図、眼底、
貧血検査）

6,717 円 1,000 円
後期高齢健診（75才以上） 6,717 円 無料
若年健診（39才以下） 6,717 円 無料※
肺がん (40 才以上 )

胸部レントゲン検査
1,080 円

756 円
200 円

結核検診 (65 才以上 )
胃がん検診 (40 才以上 ) バリウムを飲んで行う検査 4,428 円 800 円
大腸がん検診 (40 才以上 ) 便の検査（当日持参してください） 1,512 円 200 円
前立腺がん検診 (50 才以上 ) PSA腫瘍マーカー検査（血液検査） 2,160 円 400 円
喀痰検査（40才以上） たんによる肺がんの検査（当日持参） 3,348 円 600 円
肝炎検診（今年40才になる方など） 肝炎ｳｲﾙｽの検査（血液検査） 2,534 円

648円
無料

歯周病検査（19才以上） だ液による歯周病のチェック
無料尿中塩分測定 （尿検査受ける方全員） いつもの尿検査で1日の食塩摂取量を推計します。
無料

月　 日 場　　　所 時　　間
9月  1日（木）
9月  2日（木）
9月  4日（木）
9月  5日（木）
9月  6日（木）

生活改善センター　（桧原地区）
7：30～

（最終受付時間は
9：00までです。）

活性化センター　　（大塩地区）
村民体育館　　　　（北山地区）
村民体育館　　　　（北山地区）
自然環境活用センター（裏磐梯地区）

【総合検診実施日時及び会場】
〈日程・会場〉

〈検診内容・料金〉

特
定
検
診
+
肺
が
ん
+

大
腸
が
ん
+
胃
が
ん

を
受
け
る
と
…

　
　
　
一
万
円
も
お
得
！！
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北塩原村長選挙
◆告示日：平成28年８月23日（火）

◆投票日：平成28年８月28日（日）

選挙権年齢が １８歳 に引き下げられました!
身近な村の選挙、棄権しないで投票しましょう!

◆期日前投票について
　期間：平成28年８月24日（水）から８月27日（土）まで
　場所：北塩原村コミュニティセンターホール
　時間：午前８時30分から午後８時00分まで

【問い合わせ】
　北塩原村選挙管理委員会　　　電話：23-3111

好きですふるさと　みんなで投票
皆さんの声を村政に届ける大切な選挙です。棄権しないで投票しましょう！
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村
県
民
税　
　

２
期
分

国
民
健
康
保
険
税　
　

　
　
　
　
　
　

２
期
分

介
護
保
険
料　

２
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　

１
期
分

住
宅
使
用
料　

８
月
分

上
下
水
道
使
用
料

　
　
　
　
　
　

７
月
分

国
民
年
金　
　

７
月
分

　

今
月
は
、次
の
会
場
で
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　

８
月
25
日（
木
）　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分　

自
然
環
境
活
用
セ
ン
タ
ー（
剣
ヶ
峯
）

　

☎
32
―
２
９
２
７　

行
政
相
談
委
員　

髙
橋　

光
秋

　　

行
政
相
談
で
は
、国
・
県
・
市
町
村
・
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、要
望
を

受
け
付
け
、解
決
の
お
手
伝
い
し
ま
す
。

戸　籍　の　窓　口

 ８月 １４日 （日） 小野病院 …………………………☎22-0414

 ８月 ２１日 （日） きたかた診療所 ……………………☎23-3611

 ８月 ２８日 （月） 家庭医療センター …………………☎24-5320

 ９月  ４日 （日） 君島内科消化器科クリニック ………☎21-1515

 ８月 １４日 （日） 会津医療センター …………☎（0242）75－2100

 ８月 ２１日 （日） 佐原病院 …………………………☎22-5321

 ８月 ２８日 （月） 有隣病院 …………………………☎24-5021

 ９月  ４日 （日） 佐原病院 …………………………☎22-5321

平成２8年8月１日現在　　※（　）は前月比

今
月
の
納
税
な
ど

今
月
の
行
政
相
談

休日当番医

第二次救急当番医

村
税
等
の
納
入
は
、

簡
単・便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
！！

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
は
、９
月
５
日（
月
）か
ら
９
月

11
日（
日
）ま
で
の
７
日
間
、全
国
一斉「
高
齢

者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」強
化

週
間
と
し
て
、身
体
的
・
心
理
的
虐
待
や
差

別
、い
や
が
ら
せ
な
ど
高
齢
者・障
害
者
の
抱

え
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、電
話
相
談
を
実

施
し
ま
す
。相
談
は
、人
権
擁
護
委
員
及
び

法
務
局
職
員
が
応
じ
ま
す
。秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、強
化
週
間
の
期
間
以
外
の
日（
土・

日・祝
日
を
除
く
。）に
お
い
て
も
、午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
、相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
期
間

平
成
28
年
９
月
５
日
（
月
）
か
ら
11
日

（
日
）ま
で
の
７
日
間

●
時
間

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

（
た
だ
し
、９
月
10
日（
土
）・11
日（
日
）は

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

　

☎（
０
５
７
０
）０
０
３
ー
１
１
０

●
問
い
合
わ
せ

　

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎（
０
２
４
）５
３
４
ー
１
９
９
４

　

淡
水
魚
の
試
験
研
究
を
し
て
い
る
県
の
内

水
面
水
産
試
験
場
で
は
、施
設
や
研
究
内
容

を
地
域
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、今
年
も
施
設
を
開
放
し
て
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

八
月
二
十
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

●
場
所　

福
島
県
内
水
面
水
産
試
験
場

（
猪
苗
代
町「
ア
ク
ア
マ
リ
ン
い
な
わ
し
ろ

カ
ワ
セ
ミ
水
族
館
」隣
り
）

●
主
な
内
容

　

・
試
験
研
究
の
成
果
発
表

　

・
ち
び
っ
こ
魚
つ
か
み
大
会（
無
料
）

　

・
試
食
コ
ー
ナ
ー（
無
料
）

　

・
水
産
物
等
の
販
売（
有
料
）な
ど

※
雨
天
の
場
合
、屋
外
イ
ベ
ン
ト
は
中
止

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
お
願
い

自
動
車
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、相
乗
り
で

お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
内
水
面
水
産
試
験
場

　
（
猪
苗
代
町
長
田
字
東
中
丸
３
４
４
７
番
の
１
）

　

☎（
０
２
４
２
）65
ー
２
０
１
１

●
場
所

　

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

●
申
込
方
法

　
「
受
講
申
込
書
」に
記
入
し
、下
記
住
所
へ

メ
ー
ル
、郵
送
、持
参
、も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

（「
受
講
申
込
書
」は
、本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.tc-aizu.ac.jp/

経
営
企
画

部
門
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
も
の
を
お
使

い
く
だ
さ
い
）

●
問
い
合
わ
せ　

　

〒
９
６
９
ー
３
５
２
７

　

喜
多
方
市
塩
川
町
御
殿
場
４
ー
16

　

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

　

☎（
０
２
４
１
）27
ー
３
２
２
１

　

℻（
０
２
４
１
）27
ー
３
３
１
２

　

メ
ー
ル aizu-ta@

pref.fukushima.lg.jp

　

試
験
日
程
は
左
記
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。詳
し
い
こ
と
は
、担
当
の
広
報
官
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。（
受
験
料
は
す
べ
て
無

料
で
す
）

●
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊　

福
島
地
方
協
力
本
部

　

会
津
若
松
出
張
所

会
津
若
松
市
門
田
町
大
字
黒
岩
字
大
坪

57
ー
１

　

☎（
０
２
４
２
）27
ー
６
７
２
４

　

担
当
：
伊
東

自衛官候補生
（男子）

自衛官候補生
（女子）

一般曹候補生

航空学生

年間を通じて
行っております。

7月1日～9月8日

7月1日～9月8日

7月1日～9月8日

18歳～27歳未満

18歳～27歳未満

18歳～27歳未満

高卒（見込含）
21歳未満

採用項目 資　　格 受付期間 備　　考

筆記試験、
口述試験・身体検査
の両方を受験します。

１次試験合格者の
２次試験

（口述試験・身体検査）
については、
後日通知します。

10月
24日（月）、25日（火）
27日（木）、28日（金）
31日（月）
11月

1日（火）、4日（金）
7日（月）、8日（火）

18：00～20：00
（18時間）

（受験対策コース）
第二種電気工事士
（実技）下期

（定員１０名）

受講料
4,300円

教材費
15,000円

10月５日（水）

コース名 日　　時 金　　額 締　　切

平
成
28
年
度
自
衛
官

採
用
試
験
日
程
に
つ
い
て

●人　口　　男…… １，４７７人
　　　　　　女…… １，４４６人
　　　　　　計……２，９２３人（前月比 ▲９）
●世帯数……………１，０８７戸 （前月比 ▲９）
●転　入…　  5人　●転　出…　15人
●出　生…　  3人　●死　亡…　  2人

東　野　　蓮　（ 男 ・ 耕太郎 ）蛇　 平

赤　城　力　煌（ 男 ・ 冬　樹 ）　 樟

長　内　大　樹（ 男 ・ 基　樹 ）曽　 原

お誕生おめでとう！

相　原　ヤマト（正　善・  母 ）金　　山
安　部　修　二（賢　一・  父 ）桧　　原

お悔やみ申し上げます

れん

いさ 　　き  

たい 　　き  

お
知
ら
せ
・
募
集

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

か
ら
の
お
知
ら
せ

『
お
魚
さ
ん
が
待
っ
て
い
る
よ
！
』

内
水
面
水
産
試
験
場

第
二
十
一
回
参
観
デ
ー

全
国
一
斉「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間
の

実
施
に
つ
い
て
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大
塩
　
赤
城
　
セ
イ
子

い
つ
の
間
に
　
生
ま
れ
し
家
に
　
足
伺
き
し
父
が
呼
ん
だ
か
　
今
日
は
命
日

大
塩
　
高
橋
　
み
す
江

西
会
津
　
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
　
ア
イ
デ
ア
で
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
　
今
日
も
生
ま
れ
る

下
川
前
　
赤
城
　
弘
美

四
百
年
　
埋
も
れ
し
歴
史
　
杉
木
立
そ
ち
こ
ち
に
現
在
　
目
覚
め
息
ず
く

大
塩
　
鈴
木
　
み
ち
子

山
の
神
　
祈
り
の
道
の
　
杉
木
立
数
多
の
人
　
踏
み
跡
残
す

桧
原
　
佐
藤
　
文
世

茄
子
の
花
　
雨
に
打
た
れ
て
　
咲
い
て
い
る
下
向
き
乍
　
大
き
く
育
て

大
塩
　
穴
沢
　
エ
ミ
子

緑
濃
き
　
森
に
囲
ま
る
　
野
天
風
呂
　
磐
梯
山
の
　
雄
峯
に
浸
る大

塩
　
高
橋
　
郁
子

交
流
会
　
老
い
も
若
き
も
　
皆
同
じ
練
習
の
成
果
　
つ
ま
さ
き
ま
で
も

北
山
　
武
藤
　
敏
子

友
と
し
て
　
裏
磐
梯
を
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
深
く
呼
吸
し
　
笑
を
交
し
て

桧
原
　
佐
々
木
　
キ
ミ
子

初
生
り
の
　
き
ゅ
う
り
先
き
ど
り
　
猿
が
来
て
　
捥
き
取
ら
れ
る
　
悔
し
さ
残
る

北
山
　
佐
藤
　
裕
子

年
老
い
て
　
背
中
に
に
じ
む
　
寂
し
さ
の
会
津
盆
地
も
　
初
夏
の
風
薫
る

大
塩
　
五
十
嵐
　
良
子

今
年
又
　
サ
ク
ラ
の
花
が
　
満
開
に
　
雨
風
打
た
れ
　
み
だ
れ
咲
見
ゆ

桧
原
　
穴
沢
　
泰
子

湖
に
映
る
　
半
月
や
さ
し
　
さ
ざ
波
の
日
の
暑
さ
忘
る
　
初
夏
の
夕
暮
れ

大
塩
　
渡
部
　
新
一

そ
の
昔
　
じ
ゅ
ん
菜
つ
み
の
　
箱
舟
の
清
き
乙
女
の
　
白
髪
生
え
し
か

　7月3日（日）に各行政区ごとに河川・道路
のゴミ拾いや草刈りが行われました。
　きれいなふるさとの川や道路など、身近
な環境の美化を図るため毎年実施されて
います。

　

15
〜
39
歳
ま
で
の
若
者
で
、就
業
を
目
指

す
方
や
弊
所
の
利
用
を
経
て
就
職
を
し
た

方
の
、就
職
に
向
け
た
お
手
伝
い
や
職
場
定

着
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
、キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
就
労
支
援
施
設

で
す
。利
用
料
は
無
料
で
す
。一
人
ひ
と
り
の

状
況
等
に
応
じ
て
継
続
的
な
支
援
を
行
い

ま
す
。ま
ず
は
一度
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
主
な
支
援

・
就
職
を
目
指
す
方
向
け

個
別
相
談・職
場
体
験・各
種
講
座（
P
C
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、自

己
分
析
、応
募
書
類
作
成
、面
接
練
習
等
）

・
弊
所
の
利
用
を
経
て
就
職
し
た
方
向
け

個
別
相
談・懇
談
会・各
種
講
座（
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
等
）

●
問
い
合
わ
せ

　

会
津
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
月
〜
水・金
曜
日
/
午
前
９
時
〜
午
後
６

時　

木
曜
日
/
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

土
曜
日
/
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

　

☎（
０
２
４
２
）32
ー
０
０
１
１

　

E-m
ail:㏌

fo@
job-sapo.com

　

職
場
の
中
で
起
き
て
い
る
、賃
金
や
退
職
、

人
間
関
係
な
ど
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
疑
問

に
つ
い
て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。相
談

は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。相
談
は
、平

日
の
面
談
で
電
話
で
の
相
談
の
ほ
か
、フ
ァ
ッ

ク
ス
や
電
子
メ
ー
ル
で
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
せ

　

福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

福
島
市
中
町
８
ー
２

　

☎（
０
２
４
）５
２
１
ー
７
５
９
４

　

℻（
０
２
４
）５
２
１
ー
７
５
９
６

　

ク
マ
、サ
ル
追
い
払
い
用
花
火
を
使
用
す

る
際
は
、地
面
に
固
定
す
る
な
ど
、絶
対
に

手
に
持
た
な
い
で
、安
全
に
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

農
林
課　

☎
23
ー
１
３
３
４

　

昨
年
栄
え
あ
る
福
島
県
知
事
賞（
全
体
の

２
位
相
当
）を
受
賞
し
た
Ｋ
Ｆ
Ｂ
福
島
放
送

主
催
の「
ふ
く
し
ま
の
元
気
！
応
援
Ｃ
Ｍ
大

賞
２
０
１
６
」へ
の
Ｃ
Ｍ
出
品
に
向
け
、村
の

有
志
に
よ
る「
北
塩
原
・
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
製

作
委
員
会（
仮
）」が
発
足
し
ま
し
た
。さ
る

７
月
29
日
、剣
ヶ
峯
集
会
所
に
て
初
顔
合
わ

せ
を
行
い
、自
己
紹
介
の
後
、委
員
長
に
向

井
智
則
さ
ん（
狐
鷹
森
）が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。15
秒
と
い
う
短
い
時
間
に
メ
ン
バ
ー
の

村
へ
の
愛
と
ア
イ
デ
ア
を
凝
縮
し
て
、今
年

度
は
悲
願
の
大
賞
受
賞
に
向
け
て
頑
張
り

ま
す
！

河川・道路きれいに！
～クリーンアップ作戦実施～

▲ごみ拾い等を行う地区の方々

「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
」コ
ン
テ
ス
ト

出
品
に
む
け
て
村
の
有
志
が
始
動

▲初回打ち合わせの１コマ（西は北山から東
は蛇平まで12名が名乗りをあげてください
ました。初日は11人が集まり、まずは熱い自
己紹介からスタート）

＊メンバーは随時募集しています。事務局（村
企画室内）までお問合わせください。
　℡23-3112（担当：地域おこし協力隊・赤木）

厚
生
労
働
省
委
託
事
業

「
会
津
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

　村長とお話しませんか。下記の
日程で村長室を開放しますので、
お気軽にお越しください。

村長室へようこそ！

８月15日（月）8：30～10：00
※当日は、村成人式のため、
　時間を変更させて頂きます。

●問い合わせ
　　企画室　☎23─3112

い
　
ま

あ
ま
た

ひ
た

な

こ夏
河
原
光
る
小
石
を
小
さ
き
掌
に 

 

　
中
川
幸
恵

ボ
ー
ト
幾
つ
𩵋
影
の
い
く
つ
青
葉
風 

 

　
内
海
怜
子

向
日
葵
の
焼
け
焦
げ
て
ゐ
る
健
や
か
さ 

 

遠
藤
聖
一
郎

く
ち
な
わ
の
見
か
け
ぬ
君
は
龍
神
に 

 

鈴
木
隆
一
郎

手
に
と
も
る
蛍
の
光
る
や
さ
し
さ
や 

 

　
佐
藤
信
子

ホ
タ
ル
狩
夜
空
の
星
も
つ
い
て
来
る 

 

　
武
藤
敏
子

「
労
使
困
り
ご
と
相
談
窓
口
」の

お
知
ら
せ

ク
マ
、サ
ル
追
い
払
い
用
花
火
の

使
用
注
意
に
つ
い
て

安
全
対
策
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～中ノ沢川～
　木寛之の随筆「大河の一滴」では「人は大河の一滴、それは小さな一滴に過ぎないが、
大きな流れをかたちづくる一滴である」と言っています。
　中ノ沢川は「大河」ではありませんが、植物を動物たちを、そして人間をも生かしてくれ
る大切な川です。中ノ沢川の源流の一つに西大巓と西吾妻山の中間にある「水場」があり
ます。ここからの一滴一滴が流れ下りやがて沢になり、そして小野川湖にそそぐ頃には豊
かな水量の川になっていきます。
　源流では、一滴一滴水が落ちているのを見ることができます。また、西大巓・西吾妻山
にはあまり水場がなく、この水場は大変貴重な水場でもあります。いつまでも大切にしたい
ものです。
　中流域では、イワナが棲む清らかな水が流れ、原生林に囲まれた手付かずの自然が残っ
ていて、目を閉じると自然の中に溶け込んでしまうような錯覚にとらわれます。
　下流では、豊かな水量となって小野川湖に注ぐ様子が見れます。大雨の時には濁流が
大石を押し流し、ぶつかり合ってゴツンゴツンという音を出しているのを聞いたことがあり
ます。少し怖いですがこれも川の一面なのですね。
　源流、中流、下流と変化にとんだ中ノ沢川を見に行っては如何でしょうか？

～磐梯山噴火で誕生した裏磐梯高原の地形の特徴をカレーで表現～
　磐梯山岩なだれカレーの基本的な内容をご紹介します。
　ご家庭のカレーをちょっとアレンジしてみると、きっともうそれは「磐梯山岩なだれカ
レー」のできあがりです！
[野菜]
　玉ねぎ、じゃがいも、ナス、にんじん
　大きめに切り揃えて岩なだれの岩塊を表現。サイズとして2cm見当に切る。
　玉ねぎ2cm角、じゃがいも2cmさいの目、ナス4つ割り2cm切り。
　にんじんは、存在感があるので2cm見当の乱切り。
[肉]
　肉は牛、豚の合挽き肉で岩なだれのマトリックス（粒状体の岩なだれ基質）を表現する。
　挽肉をつかうためキーマカレー風の仕上がりとなる。
[カレーの味のベース]
　バターで炒めた野菜に小麦粉、カレー粉をまぶし、ハーブ系スパイスのコリアンダー、ク
ミンを加える。中辛でスパイシーなカレーになります。野菜を炒める際にニンニク、ショ
ウガを下味にする。甘みを出すのにパイナップルの小口切りを加える。
　固形ブイヨンでコクを出します。醤油、塩で味付け、ケチャップ、レモン汁で味を調える。
[ご飯]
　米にターメリック（ウコン）、バター、コンソメを加えて炊いて風味を出す。
　ご飯は、磐梯山をイメージして2つの山形に盛る（お好みで3つにしても可）
[グリンピース]
　盛付の最後にグリンピースを5粒ほどのせて再生した緑をイメージさせる（彩りとしても
きれいです）
[仕上がり]
　カレーのとろみはお好みですがあまり水分を多くすると岩なだれらしくない感じです。
全体にゴロゴロ感があるくらいが良いと思います。

夏だ！磐梯山だ！岩なだれカレーだ！

源流源流源流源源流源流源源源流源流源流源流源流源流源流源流源源流源流源流源流流源流流流流源流流源流流源流源流源流源流源流源流流源流源流源流流流源流源流源流源流源源流源流源流流流源流源流流流源流源流流源流源流源源源源源源源源流源源源源流流源流源源源源源源流流源源源流

中流中流中流中中流中流中流中流中流中流中流中流中流中流中流中流中中流中流中流中流中流中流中流中流中流中流中流中流中流中流中流中流流中流中流中流中流中流中流中流中流中流中流中流中流中流中流中流中流中流中流中流中流中流中流中流中流中流流中中中中流流中流中流中流中流中流中流中中流中中流流流中中中中流流中流

下流下流下流下流下流下下流下流下流下流下流流流流下流下流下流下流下流下下流下流下流流下流下流下下流下流下流下下下下流下下流下流流下下下下下下下流


